
１.揚程式に比べ、大きな吹出し量が得られます。

２.AF-4は揚弁レバー機構を採用している為、吹出し圧力の

75％以上の圧力にて手動で吹出し検査ができます。

　（AF-4、4M型安全弁は吹出した流体の一部が出口以外

の部分からも外部へ放出されます。）
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